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「
地
名
の
歴
史
と
伝
承
」　

第
三
話

―

「
牛
久
」と
い
う
地
名
が
関
東
平
野
の
茨
城
県
牛
久
市
・

　
　
　
　
　
　
　

千
葉
県
市
原
市
と
袖
ケ
浦
市
・
栃
木
県
栃
木
市
に
あ
る―

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

　

栃
木
県
下
都
賀
郡
大
平
町（
同
町
大

字
牛
久
）は
、
平
成
22
年（
２
０
１
０
年
）

３
月
に
栃
木
市
と
合
併
し
て
栃
木
市
に

な
っ
た
。

　

栃
木
市
大
平
町
牛
久
の
医
王
山
牛
來

寺
に
伝
わ
る
牛
久
と
い
う
地
名
の
由
来

ば
な
し『
サ
ワ
ノ
メ
と
牛
久
』の
ほ
ぼ
全

文
を
左
に
引
用
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

地
名
の
由
来
ば
な
し

『
サ
ワ
ノ
メ
と
牛
久
』‐
医
王
山
牛う

し

く

じ

來
寺

　

牛
久
は
、
も
と
も
と
は「
牛
来
」と
い

う
文
字
を
使
っ
て
言
い
表
し
て
い
た
と

い
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
地
区
を
走
っ
て

い
る
部へ

や

か

い

ど

う

屋
街
道（
栃
木
‐
部
屋
方
面
）の

西
側
に
、
土
地
改
良
で
な
く
な
っ
て
し

ま
い
今
は「
サ
ワ
ノ
メ
」と
い
う
地
名
だ

け
を
残
す
一
角
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地

名
の
由
来
を
今
回
は
書
い
て
み
ま
す
。

　

そ
の
昔
、
日
本
の
仏
教
の
母
体
と

な
っ
た
天
台
宗
第
２
代
目
の
座ざ

す主
で
あ

る
慈じ
か
く
だ
い
し
え
ん
に
ん

覚
大
師
円
仁（
７
９
６
～
８
６
４
）

が
、
牛
の
背
に
揺
ら
れ
て
こ
の
地
を
通

り
掛
か
っ
た
。
牛
は
疲
れ
た
の
か
、
喉

の
渇
き
を
さ
か
ん
に
訴
え
て
い
た
。
大

師
は
辺
り
を
見
ま
わ
し
た
が
、
小
川
ら

し
い
も
の
は
何
も
見
え
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
何
を
思
っ
た
の
か
大
師
は
手
に

し
た
錫
し
や
く
じ
ょ
う
杖（
僧
侶
が
持
ち
歩
く
つ
え
）を

地
面
の
く
ぼ
み
に
突
き
刺
し
た
。
す
る

と
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
ん
こ
ん
と

水
が
湧
き
出
て
き
た
の
で
す
。
大
師
が

牛
に『
サ
ア
飲
め
』と
言
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
、
人
々
は
い
つ
し
か
そ
の
地
を「
サ
ワ

ノ
メ
」と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
大
師
が「
牛
」の
背
に
揺
ら
れ
て

「
来
」た
と
い
う
こ
と
で「
牛
来
」と
い
う

名
が
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
牛
久
に
は
都
賀
坂
東
11
番

札
所
と
し
て
、
ま
た
眼
病
に
霊
験
あ
ら

た
な
薬
師
様
の
寺
と
し
て
、
近
隣
に
著

名
な
医
王
山
光
明
院
牛
來
寺
が
あ
る
。

当
寺
は
、
慈
覚
大
師
を
開
祖
と
し
秘
仏

で
あ
る
本
尊
薬
師
如
来
は
、
大
師
の
自

刻
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

栃
木
市
大
平
町
の
牛
久
と
い
う
地
名
の
伝
承

　

平
安
時
代
前
期
の

　
　

天
台
宗
僧
侶
・
慈
覚
大
師
円
仁

　

慈
覚
大
師
円
仁
は
平
安
時
代
前
期

（
７
９
４
年
～
８
６
４
年
）の
天
台
宗
僧

侶
。
慈
覚
大
師
と
は
朝
廷（
天
皇
が
政
務

を
と
る
庁
舎
）よ
り
追つ

い

し諡
さ
れ
た
号
で

名
は
円
仁
と
い
い
、
延
え
ん
り
ゃ
く暦

13
年（
７
９
４

年
）の
秋
、
下
し
も
つ
け
の
く
に

野
国
都
賀
郡
駅
家
郷
付

近（
現
栃
木
県
下
都
賀
郡
岩
舟
町
下
津

原
付
近
）で
誕
生
し
た
。
生
家
の
壬み

ぶ生

家
は
第
10
代
祟す

じ

ん神
天
皇
の
第
１
皇
子
豊

城
入
彦
命
の
子
孫
と
い
わ
れ
る
名
族
で

あ
っ
た
。

　

円
仁
は
、
15
歳
の
と
き
、
大
慈
寺（
現

岩
舟
町
小
野
寺
）の
住
職
広こ

う

ち智
に
連
れ

ら
れ
て
近
江（
現
滋
賀

県
）の
比
叡
山
に
登
り

天
台
宗
開
祖
最
澄
に

弟
子
入
り
し
た
。

　

籠ろ
う
ざ
ん
ぎ
ょ
う

山
行
の
の
ち
、

承じ
ょ
う
わ和
元
年（
８
３
４

年
）42
歳
で
遣け
ん
と
う唐
大
使

藤
原
常
嗣
に
従
っ
て

入
唐
。
霊
場
と
し
て

名
高
い
山
西
省
の
五

台
山
巡
礼
を
果
た
し
、

長
安
の
青
竜
寺（
空
海

修
行
の
寺
）で
は
密
教

の
奥
義
を
窮
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

９
年
の
唐
滞
在
を
終
え
て
帰
国
。　

　

嘉か
し
ょ
う祥
元
年（
８
４
８
年
）、54
歳
に
な
っ

た
円
仁
は
伝
燈
大
法
師
位
を
え
、
斉さ
い
こ
う衡

元
年（
８
５
４
年
）に
は
、
天
台
座
主
に

推
さ
れ
た
。
貞
じ
ょ
う
か
ん

観
６
年（
８
６
４
年
）に

亡
く
な
っ
た
が
、
最
澄
と
と
も
に
朝
廷

よ
り
大
師
号（
慈
覚
）を
追つ
い
し諡
さ
れ
た
。

　

伝
教
大
師
最
澄
、
弘
法
大
師
空
海
、

慈
覚
大
師
円
仁
、
智
証
大
師
円
珍
は
平

安
時
代
の
四
大
師
と
呼
ば
れ
る
。
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